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ケアプラン点検にかかわる各保険者への公開質問状 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素より、当協会の活動にご支援ご協力を賜り厚く感謝申し上げます。 

 さて、当協会は介護支援専門員の職能団体として平成 15 年 9 月に沖縄県介護支援専門員連絡協議

会として設立され、平成 21 年 3 月に一般社団法人を取得し沖縄県介護支援専門員協会と名称を変更

致しました。現在、会員数 960 名で沖縄県から委託を受け介護支援専門員専門課程Ⅰの更新研修や職

業倫理や専門的知識・技術の習得など介護支援専門員の資質向上を目的とし、各種の研修及び調査研

究事業に取り組んでいます。 

 この度、当協会では平成 21 年度調査研究事業の一環として「ケアプラン点検事業に関わるアンケ

ート調査」を実施し、去る 10 月 17 日に開催された「第 6 回 沖縄県介護支援専門員研究大会」にお

いて、その調査結果を報告致しました。（その内容については別紙の報告書をご参照ください。） 

今回の調査結果において、「これまでに受けたケアプラン点検事業の指導内容」については回答者

の約８割が「理解できた・大体理解できた」「ケアプラン点検を受けて良かった」と答え、「業務内容

の見直しや客観的な視点からプラン内容を見直すことが出来た」等、ケアプラン点検事業に対して評

価する意見が多くありました。 

 しかし、その一方で保険者によって関連法令の解釈が違い、その点検・指導内容が異なるため、介

護支援専門員の居宅介護支援業務が混乱している現状があり、その影響は被保険者である利用者のサ

ービス内容にも及んでいます。 

 そこで当協会としては、介護保険制度の適正な運用のために調査結果の中で特に疑義の多かった項

目について、全保険者を対象に別紙の公開質問状を作成してご回答をいただき、現状の問題を整理し

て今後の適正なケアマネジメント実践に役立てたいと考えております。 

 つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、別紙の質問状にご回答を

頂きたく宜しくお願い申し上げます。また誠に勝手ながらご回答については、平成２２年２月２５日

（当日消印）までに同封の返信封筒にてご返送くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、今回の質問内容は公開させて頂き、その回答についても検証したうえで結果を当協会ＨＰ

（http://www.okicare.okishakyo.or.jp/）に情報公開したいと考えておりますので、重ねてご協力の程

をお願い申し上げます。 
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